


出所: 財務省 貿易統計.

表（上）:分類（ 44, 47, 48, 94類）ごと
の輸入額（2023）
表（右）:44類の内訳
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*1: HSコード（輸出入統計品目番号）4412.31, 4412.33, 4412.34, 4412.39の合計
*2: (  )は4カ国の合板輸入量合計に対する各国ごとの割合（％）
*3: (  )は4カ国の合板輸入量合計に対する品目ごとの割合（％）
*4: 6mm未満の生産量
*5: 日本の塗装型枠用は12mm以上に含まれている内数
*6: *1の対象HSコードの日本の輸入総量は1,401,604(m3)

出所: 財務省「貿易統計」、農林水産省「木材統計調査 令和5年木材需給報告書」

 インドネシアのシェ
ア:約40％

 薄物が得意（＝原木の
質がよい）
（赤数字は厚さ品目計に対す
る割合）

 用途:構造用（壁、屋
根、床等下地）、複合
床（台板）、家具（背
面・底面・座面）等々

 天然木（植林木採用事
例も増傾向）
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出所: KLHK (2022). Status Hutan & Kehutanan Indonesia 2022 - Menuju FOLU Net Sink 2030. p16.

森林地域

2020年におけるインドネシアの土地被覆範囲

永続的森林保護林 保全林 限定生産林 生産林
転換生産林

他用途地域
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